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⑤県北広域振興圏

図 ６-10 県北広域振興圏における将来的な公共交通ネットワークの方向性 

方
向
性
① 

◇社会情勢の変化を見据えた広域的な地域公共交通

ネットワークを構築
・ 県北広域振興圏の人口動態、交通流動、都市構造の

変化、青森県八戸都市圏との連携を見据え、日常生

活・暮らしを支える上で重要な地域間交通の再編・

見直しの方向性について検討する。

・ なお、県北広域振興圏においては、「地域公共交通網

形成計画」が未策定な市町村が多いことから、今後

の計画策定・検討を進める上で重要となる路線の方

向性について検討する。
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向
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② 

◇既存の交通機能の維持に向け、効率的で生産性の高い地

域公共交通体系を構築 

・ 県北広域振興圏の広域バス路線利用実態を見ると国

庫補助、県補助の要件を満たさない路線が多く、現

状では運行維持が難しい状況となっている。

・ 補助の有無ではなく、「圏域」として発展する上で重

要な公共交通としての位置づけを検討し、地域公共

交通体系の見直しを目指す。
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◇駅・病院・学校等、日常生活に直結する施設を重要な拠

点として位置づけ、まちづくりとの連携を図る 

・ 県北広域振興圏において、二戸、久慈には鉄道駅、

基幹病院が立地しており、駅・病院は地域公共交通

体系を構築する上でも重要な拠点である。

・ 道の駅おりつめ「オドデ館」は広域バス路線の経由地

であり、高速バスや都市間輸送バスに接続することか

ら、観光振興・地域活性化の面での連携が重要である。 

・ 県北広域振興圏内の 11の高校、隣接する葛巻高校へ

の通学対応が可能な公共交通体系を検討する。

基
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◇市町村「地域公共交通網形成計画」等の策定を先導し、

人口減少下でも安心して暮らせる公共交通の提供 

・ 県内で人口減少が著しいエリアであり、広域振興圏

を越えた移動は、盛岡・八戸に分かれている。

・ そのため、青森県地域公共交通網形成計画の位置づ

け等も確認し、連携・整合を図る。

・ 当該地域は｢地域公共交通網形成計画｣等を策定して

いる市町村が少なく、県が先がけて「地域公共交通

網形成計画」を策定することにより、市町村の計画

等の策定の「契機」とする。

・ また、カシオペア連邦等、地域間連携が活発な地域

特性や観光資源を生かし、人口減少下でも安心して

暮らせる地域公共交通体系の構築を目指す。

【軽米－二戸間の利用促進の検討】 

・ JR EAST PASS と併せ、漫画関連イベント

や、金田一温泉との割引券配布などの観

光客取込みの利用促進策を検討。

・ 通学定期券補助の可能性について検討。

【大野－久慈間の利用促進の検討】 

・ 定例的に開催している担当者会議

において、大野線を活用したイベン

トを検討し、実施。

【二戸市内の広域バス路線の見直し

の検討】 

・ 浄法寺までの運行回数を増やし、

利便性向上を図りつつ、国庫補助

要件の充足を満たすよう検討。

【九戸と二戸を繋ぐ広域バス路線の

見直しの検討】 

・ 二戸市内の地域内公共交通との

接続について検討。

・ 九戸村内の小学校統合によるスク

ールバス統合と二戸線の重複解消

について検討。

・ 通学定期の出張販売などの利用

促進策を検討。

【久慈駅の接続拠点整備】 
・ 三陸鉄道と JR 八戸線が接続する、

沿岸部の南北軸の幹線路線の接
続拠点。

・ 基幹病院・高校へのアクセス拠点。
・ 現在検討中の久慈市地域公共交

通網形成計画との整合を図る。

【道の駅を接続拠点】 

・ 整備予定の道の駅を接続拠点化

（一戸町、久慈市、普代町）

・ 観光振興、まちづくりと連携。

 

【九戸－一戸間の利用促進の検討】 

・ 来田温泉利用者の呼び込みのため、セットチケット

販売などができないか検討。

・ 昼の一戸方面から伊保内方面への帰りのバスが、

別路線の二戸経由になっており、伊保内方面の夕

方のバスを昼に変更することを検討。（一戸中学校

への通学生利用との関係を考慮する必要）

凡例 

（太線・・・国庫補助） 
（細線・・・県単独補助） 

高速・都市間輸送バス路線 

広域バス路線 

※被災地特例終了時の

補助要件該当状況

人口（500m メッシュ） 

広域接続拠点と 
考えられる箇所 

接続拠点と 
考えられる箇所 

幹線路線 

広域バス路線 

資料２４　県北広域振興圏における公共交通ネットワークの方向性（現行計画）


